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小関　祥子

小関　祥子

山内　房壽

楓　博元

◆
総
合
病
院
経
営
状
況
に
つ
い
て

　

昨
年
度
の
医
師
数
の
変
動
は
。

　

昨
年
４
月
１
日
は
、
常
勤
医
師
34
名
、

研
修
医
７
名
で
ス
タ
ー
ト
し
、
本
年
４
月

は
常
勤
医
31
名
と
研
修
医
10
名
と
な
り
ま

し
た
。
27
年
度
は
、
５
月
に
糖
尿
病
内
分

泌
内
科
医
が
１
名
減
、
７
月
に
循
環
器
内

科
医
と
眼
科
医
が
そ
れ
ぞ
れ
１
名
着
任
し

ま
す
の
で
、
32
名
体
制
と
な
り
ま
す
。

　

常
勤
医
師
の
い
な
い
診
療
科
は
。

　

現
在
は
呼
吸
器
内
科
、
循
環
器
内
科
、

眼
科
、
皮
膚
科
、
産
婦
人
科
の
５
科
で
す

が
、
循
環
器
内
科
と
眼
科
に
つ
き
ま
し
て

は
７
月
か
ら
常
勤
医
が
着
任
し
ま
す
。

　

常
勤
医
が
み
え
な
い
診
療
科
の
患
者
は

入
院
が
で
き
ま
す
か
。

　

常
勤
医
の
い
な
い
診
療
科
は
入
院
は
で

き
ま
せ
ん
。

　

昨
年
度
の
患
者
数
及
び
病
床
利
用
率
は
。

　

入
院
患
者
数
は
５
万
９
２
７
５
人
で
、

前
年
度
比
９
・
４
％
減
、
外
来
患
者
は
12

万
７
３
８
４
人
で
、
前
年
度
比
17
・
３
％

減
少
し
ま
し
た
。
病
床
利
用
率
は
46
・
４

％
で
、
前
年
度
と
比
べ
４
・
８
ポ
イ
ン
ト

減
少
し
ま
し
た
。

◆
企
業
誘
致
に
つ
い
て

　

誘
致
用
の
用
地
に
つ
い
て
。

　

現
在
、
西
山
地
区
で
基
本
調
査
を
行
っ

て
お
り
、
28
年
度
ま
で
に
基
本
計
画
を
策

定
し
ま
す
。
ま
た
、
市
の
保
有
す
る
遊
休

土
地
な
ど
も
活
用
し
て
誘
致
に
努
め
ま
す
。

　

新
し
い
誘
致
手
法
の
考
え
は
。

　

従
来
か
ら
の
誘
致
活
動
を
進
め
て
い
く

こ
と
と
、
今
ま
で
と
は
違
う
有
効
な
手
法

が
あ
れ
ば
、
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

誘
致
企
業
の
社
員
の
定
住
・
移
住
を
も

っ
と
増
や
せ
な
い
の
か
。

　

市
と
し
て
も
誘
致
企
業
の
従
業
員
の
方

に
土
岐
市
へ
移
住
し
て
頂
く
こ
と
を
強
く

望
ん
で
い
ま
す
。
定
住
促
進
奨
励
金
事
業

の
成
果
と
し
て
、
こ
の
３
年
間
で
、
２
２

１
世
帯
の
方
に
来
て
頂
き
ま
し
た
が
、
誘

致
企
業
で
は
１
世
帯
で
し
た
。
ま
た
、
雇

用
促
進
奨
励
金
制
度
も
あ
り
、
８
企
業
66

人
の
対
象
者
に
総
額
９
９
０
万
円
を
企
業

に
交
付
し
ま
し
た
。

　

耕
作
放
棄
地
対
策
に
も
な
る
、
企
業
誘

致
の
新
し
い
方
向
と
し
て
、
野
菜
工
場
な

ど
農
業
分
野
で
の
誘
致
の
可
能
性
は
。

　

平
成
26
年
度
総
合
病
院
の
決
算
の
数
字

は
。

　

純
損
失
に
消
費
税
関
係
の
処
理
を
加
え

ま
す
と
、
６
億
円
程
度
の
純
損
失
と
な
る

と
い
う
見
込
み
で
す
。

　

純
損
失
が
大
幅
に
増
え
た
原
因
は
。

　

損
失
増
の
原
因
は
、
制
度
改
正
で
賞
与

引
当
金
繰
入
額
及
び
法
定
福
利
費
引
当
金

繰
入
額
が
約
１
億
６
千
万
円
ほ
ど
あ
り
ま

す
。

　

実
質
損
失
額
は
４
億
５
千
万
円
か
ら
５

億
円
ぐ
ら
い
の
間
と
考
え
て
よ
ろ
し
い
で

す
か
。

　

そ
の
通
り
で
す
。

●
非
常
に
厳
し
い
経
営
状
況
と
思
わ
れ
ま

す
の
で
、
議
会
で
病
院
改
革
特
別
委
員
会

を
設
置
し
ま
し
た
の
で
、
当
委
員
会
に
て

病
院
に
つ
い
て
は
協
議
い
た
し
ま
す
。

◆
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

　

い
つ
建
設
さ
れ
る
予
定
で
す
か
。

　

平
成
29
年
度
の
債
務
負
担
行
為
で
新
庁

舎
建
設
工
事
設
計
業
務
委
託
を
予
定
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

建
設
費
は
30
億
円
か
ら
40
億
円
と
い
う

想
定
で
よ
ろ
し
い
で
す
か
。

　

そ
の
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

備
品
と
か
附
帯
す
る
も
の
は
建
設
費
に

含
ま
れ
て
い
ま
す
か
。

　

含
ま
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

●
経
費
節
減
に
努
め
て
建
設
し
て
頂
き
た

い
。

　

農
業
分
野
の
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、

市
・
県
と
も
非
常
に
関
心
を
持
っ
て
い
ま

す
。
比
較
的
安
価
な
地
価
、
消
費
地
へ
の

ア
ク
セ
ス
な
ど
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
、
誘
致

に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
婚
活
イ
ベ
ン
ト
支
援
に
つ
い
て

　

婚
活
イ
ベ
ン
ト
支
援
事
業
の
現
況
・
成

果
に
つ
い
て
。

　

昨
年
度
は
、
１
団
体
で
、
ふ
れ
あ
い
パ

ー
テ
ィ
が
開
催
さ
れ
、
参
加
者
41
名
で
６

組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
た
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
結
婚
に
至
っ
た
か
は
分
か
り
ま

せ
ん
。
今
年
度
は
現
在
ま
で
に
２
件
の
申

請
が
来
て
お
り
ま
す
。

　

若
者
に
結
婚
し
て
も
ら
え
る
方
向
で
、

更
に
充
実
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
待
ち

の
婚
活
事
業
で
な
く
、
攻
め
の
事
業
に
。

　

攻
め
の
婚
活
事
業
と
い
う
こ
と
で
、
今

と
違
っ
た
形
で
の
実
施
も
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
よ
り
実
効
性
の
あ
る
施
策
を
今
後

考
え
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▲ 下石町西山地区企業誘致用用地計画区域
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小関　祥子渡邉　隆

◆
土
岐
市
医
療
行
政
と
地
域
医
療
確
保

　
　

総
合
病
院
経
営
の
現
状

　

改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
前
後
の
経
営
現
状
、

利
用
者
、対
象
範
囲
、開
業
医
等
の
関
係
は
。

　

病
院
利
用
者
は
平
成
26
年
度
入
院
数
５

万
９
２
７
５
人
、
外
来
12
万
７
３
８
４
人
。

平
成
20
年
度
入
院
８
万
４
２
８
０
人
、
外

来
17
万
６
８
８
９
人
と
か
な
り
減
少
し
て

い
ま
す
。
対
象
範
囲
は
東
濃
圏
で
す
が
土

岐
、
瑞
浪
両
市
で
９
万
９
９
３
５
人
。
入

院
割
合
は
退
院
数
か
ら
土
岐
市
71
・
２
％
、

瑞
浪
市
14
・
４
％
で
す
。
紹
介
率
の
推
移

は
平
成
21
年
31
・
９
％
、
平
成
26
年
39
・

２
％
で
す
。

　

利
用
者
数
の
減
少
へ
懸
念
と
要
因
は
。

　

入
院
、外
来
共
に
厳
し
い
現
状
で
す
。要

因
は
特
に
昨
年
起
き
て
い
る
常
勤
医
減
少
。

常
勤
医
不
在
診
療
科
は
手
術
が
無
理
で
す

し
開
業
医
か
ら
送
り
込
め
な
い
と
い
う
の

は
あ
り
ま
す
。
７
月
に
循
環
器
、
眼
科
の

常
勤
医
が
着
任
し
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

診
療
科
別
体
制
は
万
々
で
す
か
。

　

常
勤
医
が
不
在
の
診
療
科
が
あ
り
ま
す
。

　

診
療
科
で
常
勤
医
ゼ
ロ
で
許
さ
れ
る
の

か
。
玄
関
に
医
療
機
能
評
価
、
専
門
医
学

会
認
定
と
認
定
証
が
公
示
さ
れ
て
い
る
が
。

　

認
定
の
中
身
は
多
岐
に
わ
た
り
、
カ
ル

テ
の
状
況
、
部
屋
の
配
置
、
当
然
で
す
が

人
、
人
数
等
が
項
目
で
ク
リ
ア
出
来
な
い

と
認
定
は
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

　

二
次
病
院
と
し
て
基
本
的
に
内
科
系
、

産
婦
人
科
配
置
ゼ
ロ
は
医
療
行
政
の
問
題

に
。

　

市
民
の
健
康
を
守
る
視
点
で
市
内
に
は

助
産
所
な
ど
出
産
可
能
な
施
設
は
ゼ
ロ
で

す
。
産
婦
人
科
を
標
榜
す
る
開
業
医
は
あ

る
が
、
現
状
は
医
師
確
保
が
困
難
で
広
域

的
観
点
で
分
担
し
不
在
の
部
分
を
補
う
考

え
で
す
。
総
合
病
院
で
も
広
域
的
に
賄
っ

て
維
持
し
、
広
い
圏
域
の
中
で
医
療
を
守

っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
医
療
不
足
に
対

す
る
対
策
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

●
今
日
、
人
口
減
少
出
生
率
等
の
課
題
。

医
療
は
広
域
圏
で
地
域
的
医
療
確
保
へ
舵

が
切
ら
れ
る
方
向
の
た
め
市
民
か
ら
信
頼

と
満
足
度
の
求
め
は
身
近
な
課
題
と
し
て

市
民
の
目
は
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。
診
療

科
別
体
制
へ
医
療
行
政
と
し
て
確
固
た
る

展
望
、
方
向
性
の
指
針
の
提
示
が
大
切
で

す
。
議
会
も
特
別
委
員
会
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
総
合
病
院
の
現
状
と
累
積
と
な
っ
て
い

る
課
題
に
取
組
み
ま
す
。
土
岐
市
に
お
い

て
第
六
次
総
合
計
画
案
も
提
示
さ
れ
地
方

創
生
総
合
戦
略
策
定
へ
と
進
め
ら
れ
る
今
、

行
政
、
議
会
、
医
師
会
、
市
民
等
が
組
織

を
あ
げ
て
協
働
体
制
づ
く
り
に
努
め
る
こ

と
が
大
切
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

小関　祥子各務　和彦

◆
土
岐
市
へ
の
定
住
促
進
等
に
つ
い
て

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
で
、
移
住
者
数
が
１

４
０
人
と
土
岐
市
が
多
く
な
っ
た
報
道
に

つ
い
て
の
市
の
分
析
と
見
解
に
つ
い
て
。

　

県
外
か
ら
の
移
住
者
数
は
、
前
年
度
か

ら
47
人
増
、
50
・
５
％
の
伸
び
を
見
せ
て

い
る
。
Ｊ
Ｒ
中
央
線
及
び
東
海
環
状
自
動

車
道
等
の
交
通
の
利
便
性
に
よ
る
愛
知
県

地
域
か
ら
の
移
住
世
帯
が
多
く
見
受
け
ら

れ
、
そ
の
地
域
の
土
地
の
価
格
に
比
較
す

る
と
土
岐
市
が
住
宅
を
取
得
し
易
い
環
境

に
あ
る
事
が
一
因
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
に
、
移

住
・
定
住
の
バ
ナ
ー
を
。

　

以
前
は
、
ト
ッ
プ
に
バ
ナ
ー
を
貼
り
誘

導
し
て
い
た
が
、「
暮
ら
し
・
手
続
き
」

か
ら
の
誘
導
に
な
っ
て
い
る
。
ヤ
フ
ー
等

の
シ
ス
テ
ム
検
索
で
も
ヒ
ッ
ト
す
る
が
、

今
後
の
検
討
課
題
と
考
え
る
。

　

進
出
企
業
及
び
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
・
ア

ウ
ト
レ
ッ
ト
施
設
で
の
定
住
促
進
の
Ｐ
Ｒ

に
つ
い
て
。

　

住
宅
メ
ー
カ
ー
等
に
対
す
る
定
住
の
働

き
掛
け
に
つ
い
て
は
、
営
業
活
動
の
中
で

奨
励
金
が
も
ら
え
る
と
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
が
、
今
後
色
々
な
形
で
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
く
必
要
も
あ
ろ
う
か
と
思
っ
て

い
る
。

　

岐
阜
県
と
十
六
・
大
垣
共
立
銀
行
と
の

「
県
内
移
住
促
進
へ
、
協
定
」
に
つ
い
て
、

移
住
者
対
象
の
住
宅
ロ
ー
ン
の
新
設
・
都

市
部
の
支
店
を
通
じ
た
移
住
関
連
情
報
発

信
等
の
新
聞
報
道
に
お
け
る
土
岐
市
の
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
。

　

地
方
創
生
の
た
め
の
総
合
戦
略
を
今
策

定
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、「
産

官
学
金
労
言
」
の
中
の
「
金
」
と
い
う
中

の
金
融
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
施
策
も
戦

略
中
に
立
て
る
材
料
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成
27
年
４
月
に
お
け
る
進
出
企
業
数

と
就
業
者
数
及
び
地
元
市
内
在
住
者
数
に

つ
い
て
。

　

28
企
業
で
、
就
業
者
数
が
５
１
７
５
人
、

市
内
在
住
者
数
が
１
７
１
３
人
と
な
っ
て

お
り
、
前
年
よ
り
も
増
加
し
て
い
る
状
況

で
す
。

　

駅
前
広
場
の
「
整
備
計
画
案
」
に
お
い

て
、
陶
芸
作
品
等
に
関
す
る
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
の
設
置
案
が
あ
る
の
か
。

　

今
年
度
に
詳
細
設
計
に
入
り
、
関
係
機

関
と
協
議
を
行
い
、
よ
り
具
体
的
な
形
を

つ
く
り
上
げ
て
い
く
予
定
。
そ
の
中
で
、

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
設
置
も
選
択
肢
の
一
つ

と
し
て
、
利
便
性
・
機
能
性
と
併
せ
て
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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小関　祥子小栗　恒雄

◆
無
断
占
用
の
対
応
と
対
策
に
つ
い
て

　

公
有
財
産
の
占
用
に
つ
い
て
、
昨
年
９

月
に
同
じ
趣
旨
の
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
市
道
の
一
部
の
法
面
や
空

き
地
、
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
市
道
の
一
部
、

特
定
の
住
民
の
駐
車
場
や
農
作
物
の
作
付

け
等
、
公
共
物
の
無
断
占
用
、
不
法
占
用

が
横
行
す
る
と
、
真
面
目
に
生
活
し
て
い

る
市
民
と
の
間
で
、
地
域
住
民
が
ギ
ク
シ

ャ
ク
し
て
、
や
が
て
社
会
が
荒
み
、
住
み

に
く
い
地
域
と
な
り
ま
す
。
あ
れ
か
ら
９

か
月
経
過
し
ま
し
た
。
公
有
財
産
の
占
用

状
況
を
ど
の
程
度
把
握
さ
れ
て
お
ら
れ
る

の
か
、
調
査
結
果
を
ご
答
弁
く
だ
さ
い
。

　

普
通
財
産
の
不
法
占
用
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
調
査
を
し
た
か
を
ご
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
昨
年
の
９
月
か
ら
今

年
の
１
月
末
に
か
け
ま
し
て
、
管
財
課
職

員
が
現
状
の
普
通
財
産
の
現
況
地
目
が
宅

地
と
な
っ
て
い
る
も
の
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ

し
ま
し
て
、
そ
の
箇
所
を
全
て
目
視
及
び

現
況
確
認
を
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

畑
、
花
壇
、
あ
る
い
は
駐
車
場
と
い
っ
た

よ
う
な
利
用
形
態
で
39
件
、
面
積
に
し
て

６
９
０
０
平
米
ほ
ど
が
、
そ
う
い
っ
た
形

の
利
用
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。
ま
た
、
今
年
に
入
り
ま
し
て
、
大

き
な
住
宅
団
地
の
周
辺
の
利
用
状
況
に
つ

い
て
、
別
途
調
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
畑
、
花
壇
、
駐
車
場

等
の
利
用
が
41
件
、
面
積
に
し
ま
す
と
９

６
０
０
平
米
ほ
ど
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
確
認
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

公
有
財
産
で
あ
れ
ど
、
不
法
占
拠
を
長

年
放
置
し
ま
す
と
、
取
得
時
効
が
発
生
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
従
っ
て
強
い
姿
勢

で
、
期
限
を
は
っ
き
り
設
定
し
ま
し
て
誓

約
書
を
交
わ
す
な
ど
、
実
行
さ
れ
な
い
時

は
法
的
措
置
を
と
る
な
ど
強
い
指
導
力
が

望
ま
れ
ま
す
。
今
後
、
無
断
占
用
の
対
応

に
つ
い
て
市
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
る
の
か

ご
答
弁
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

無
断
使
用
者
へ
の
対
応
と
対
策
と
い
う

こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
一
義
的
に
公
益
上

支
障
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
、
撤

去
等
を
も
ち
ろ
ん
指
示
す
る
わ
け
で
ご
ざ

い
ま
す
。
今
後
、
市
と
し
て
利
用
計
画
が

な
く
て
保
有
す
る
必
要
が
な
い
と
い
う
も

の
に
つ
い
て
は
、
事
情
を
勘
案
し
て
売
却

す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。
そ
れ

か
ら
貸
し
付
け
る
こ
と
が
適
切
と
判
断
さ

れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
有
償
貸
し
付
け
、

こ
ち
ら
の
ほ
う
を
検
討
す
る
な
ど
有
効
な

活
用
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
具
体
的
に
は

そ
う
い
う
事
務
作
業
に
入
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小関　祥子水石　玲子

◆
総
合
病
院
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

　

市
内
に
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
は

何
か
所
あ
り
ま
す
か
。

　

公
共
施
設
に
は
４
か
所

　

ウ
エ
ル
フ
ェ
ア
土
岐
、
文
化
プ
ラ
ザ
、

図
書
館
、
ど
ん
ぶ
り
会
館

　

民
間
施
設
で
把
握
を
し
て
い
る
所
と
し

て
は
６
か
所

　

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
、
土
岐
市
駅
、
五
斗
蒔

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
、
ま
ち
ゆ
い
、
よ
り

み
ち
温
泉
、
オ
ー
ク
ワ

　

総
合
病
院
へ
の
設
置
の
お
考
え
を
伺
い

ま
す
。

　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
利
用
者
の

利
便
性
を
考
慮
し
、
工
事
期
間
、
予
算
措

置
、
設
置
時
期
を
含
め
今
後
検
討
し
て
い

く
。

　

総
合
病
院
と
民
間
医
院
、
診
療
所
と
の

連
携
に
つ
い
て
。
各
種
ク
リ
ニ
ッ
ク
か
ら

総
合
病
院
へ
の
各
種
検
査
依
頼
の
受
付
時

間
延
長
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

民
間
医
院
等
か
ら
の
検
査
予
約
の
受
付

時
間
延
長
は
、
現
在
院
内
で
調
整
し
て
い

る
段
階
で
す
。
準
備
が
整
い
次
第
、
受
付

時
間
の
延
長
を
行
い
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

◆
期
日
前
投
票
に
つ
い
て

　

期
日
前
投
票
の
こ
れ
ま
で
の
推
移
を
伺

い
ま
す
。

　

過
去
３
回
の
国
政
選
挙
か
ら
の
期
日
前

投
票
の
状
況
。
平
成
24
年
の
衆
議
院
議
員

選
挙
５
４
５
４
人
。
平
成
25
年
の
参
議
院

議
員
選
挙
６
３
２
１
人
。
平
成
26
年
の
衆

議
院
議
員
選
挙
６
６
５
７
人
。

過
去
３
回
の
統
一
地
方
選
挙
で
の
期
日
前

投
票
の
状
況
。
平
成
19
年
３
８
８
０
人
、

平
成
23
年
５
６
９
４
人
、
平
成
27
年
５
８

６
２
人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

他
自
治
体
に
お
け
る
期
日
前
投
票
宣
誓

書
の
事
前
配
布
状
況
を
伺
い
ま
す
。

　

県
下
で
は
、
岐
阜
市
、
可
児
市
、
恵
那

市
で
事
前
配
布
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

投
票
所
入
場
券
と
宣
誓
書
を
同
時
郵
送

す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

実
施
さ
れ
ま
し
た
市
か
ら
導
入
効
果
等

に
つ
い
て
の
情
報
収
集
を
行
い
、
費
用
対

効
果
も
含
め
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

▲ オストメイト対応トイレ
　 （文化プラザ）
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小関　祥子

小関　祥子

加藤　淳一

和田　悦子

◆
都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て

　

計
画
通
り
に
進
捗
し
て
い
る
の
か
そ
れ

と
も
消
滅
し
て
い
る
の
か
、
変
更
さ
れ
て

い
る
の
か
、
状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
27
年
３
月
末
現
在
に
お
け
る
土
岐

市
の
都
市
計
画
道
路
は
22
路
線
、
総
延
長

75
・
48
㎞
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
施
工
状

況
で
す
が
、
整
備
済
み
の
路
線
が
延
長

43
・
33
㎞
で
、
総
延
長
の
57
・
４
％
。
ま

た
、
改
良
済
み
以
外
の
区
間
の
う
ち
都
市

計
画
道
路
の
計
画
の
幅
員
の
３
分
の
２
以

上
の
幅
員
の
と
こ
ろ
を
概
成
済
み
と
い
い

ま
す
が
、
そ
の
概
成
済
み
の
延
長
は
12
・

２
９
５
㎞
で
、
総
延
長
の
16
・
３
％
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
進
行
中
の
路
線
と
し
ま
し

て
は
、
土
岐
市
駅
前
付
近
の
新
土
岐
津
線
、

駅
前
広
場
と
し
て
の
土
岐
市
停
車
場
線
、

ま
た
土
岐
市
駅
北
口
線
、
ハ
イ
テ
ク
ロ
ー

ド
南
北
線
、
東
濃
西
部
都
市
間
連
絡
道
路
、

そ
し
て
妻
木
南
部
の
区
画
整
理
事
業
に
関

連
し
て
妻
木
笠
原
線
が
進
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
そ
し
て
、
消
滅
と
い
う
の
は
廃
止

だ
と
い
う
こ
と
で
解
釈
い
た
し
ま
し
て
お

答
え
し
ま
す
。
廃
止
を
含
め
た
都
市
計
画

◆
学
校
給
食
の
安
全
性
に
つ
い
て

〜
給
食
材
料
の
無
農
薬
化
を
問
う
〜

　

日
本
は
農
薬
使
用
が
世
界
で
第
２
位
。

「
発
達
障
害
」
の
有
病
率
も
世
界
で
第
２

位
で
相
関
し
て
い
る
。（
図
参
照
）
土
岐

市
の
「
発
達
障
害
」
の
割
合
は
。

　

土
岐
市
は
診
断
さ
れ
た
子
ど
も
は
小
中

学
校
で
２
・
９
％
。
指
導
上
で
困
難
を
き

た
す
子
ど
も
の
数
を
入
れ
る
と
国
の
調
査

の
６
・
５
％
と
同
様
な
数
値
が
で
て
く
る

と
い
う
認
識
を
し
て
い
る
。

　

厚
労
省
が
こ
の
５
月
、
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ

イ
ド
系
農
薬
に
関
し
て
食
品
農
薬
残
留
基

準
を
緩
和
し
た
の
で
市
民
か
ら
心
配
の
声

が
あ
る
。
学
校
給
食
の
材
料
選
定
は
ど
の

よ
う
な
基
準
で
す
す
め
ら
れ
て
い
る
か
。

農
薬
使
用
の
有
無
は
。

　

食
品
の
選
定
は
、
品
質
、
価
格
、
添
加

物
や
ア
レ
ル
ギ
ー
物
質
の
有
無
、
地
産
地

消
、
国
産
優
先
で
選
択
し
て
い
る
。
農
薬

に
関
し
て
は
厚
労
省
の
残
留
農
薬
の
基
準

を
満
た
し
た
食
材
を
利
用
し
て
い
る
。

　

市
に
は
「
学
校
給
食
地
産
地
消
事
業
」

が
あ
る
。「
無
農
薬
推
進
事
業
」
も
立
ち

あ
げ
て
安
全
な
給
食
を
提
供
し
て
ほ
し
い
。

決
定
の
変
更
に
つ
き
ま
し
て
は
、
都
市
計

画
決
定
の
手
順
に
の
っ
と
り
、
都
市
計
画

審
議
会
の
議
を
経
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

最
近
の
主
な
都
市
計
画
決
定
の
変
更
と
し

ま
し
て
は
、
平
成
18
年
に
大
富
久
尻
線
の

廃
止
と
西
之
洞
線
の
幅
員
変
更
、
ま
た
、

平
成
26
年
に
は
土
岐
口
下
肥
田
線
と
土
岐

市
停
車
場
線
及
び
駄
知
線
の
延
長
の
変
更

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

東
濃
西
部
都
市
間
連
絡
道
路
に
つ
い
て
、

県
の
事
業
で
す
が
リ
ニ
ア
の
ダ
ブ
ル
ア
ク

セ
ス
化
を
目
指
す
た
め
に
、
国
道
に
昇
格

す
る
と
い
う
こ
と
を
市
と
し
て
は
働
き
か

け
て
み
え
ま
す
か
。

　

た
だ
い
ま
リ
ニ
ア
の
関
係
で
、
優
先
順

位
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
当
面
は
瑞
浪

恵
那
道
路
を
整
備
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で

事
業
化
さ
れ
ま
し
た
。
将
来
に
わ
た
っ
て

は
国
道
19
号
の
バ
イ
パ
ス
機
能
と
し
て
東

濃
西
部
都
市
間
連
絡
道
路
は
構
想
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
よ
う
に
進
め
て
い

き
た
い
と
い
う
こ
と
で
要
望
は
し
て
お
り

ま
す
。
た
だ
、
今
、
国
土
交
通
省
関
係
の

予
算
が
非
常
に
縮
小
さ
れ
て
お
り
ま
し
て
、

主
な
財
源
は
東
北
の
復
興
支
援
に
行
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
、
全
体
の
パ
イ
が
少

な
い
中
で
な
か
な
か
新
規
事
業
が
認
め
ら

れ
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
り
ま
す
。
今
は

県
事
業
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
国
の

事
業
と
し
て
や
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
な
要

望
活
動
は
ず
っ
と
続
け
て
お
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

土
岐
市
は
野
菜
の
産
地
で
は
な
い
の
で

５
６
０
０
食
の
供
給
は
不
可
能
。
農
薬
が

よ
く
な
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
る
の
で
、

可
能
な
限
り
の
努
力
は
し
た
い
が
、
委
員

会
設
立
の
考
え
は
ま
だ
な
い
。

　

新
設
予
定
の
こ
ど
も
園
は
調
理
室
の
整

備
が
義
務
化
さ
れ
て
い
る
。
全
児
童
が
自

園
の
給
食
を
食
べ
ら
れ
る
の
か
。

　

乳
幼
児
の
離
乳
食
を
含
め
、
全
児
童
に

自
園
調
理
の
給
食
を
提
供
し
ま
す
。

●
是
非
、
安
全
な
食
材
を
取
り
入
れ
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▲ 黒田洋一郎、木村－黒田純子著：『発達障害の原因と発症メカニズム』
　 （河出書房、2014）からの引用
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